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に次の指令を下した。 i1 .北朝鮮の指導者たちに呂運亨との会談を許容する、 2 南朝鮮の左右合作を











































































すなわち f党の構成Jは「委員長許議(新民党)、副委員長 朴憲永(朝鮮共産党)、李成錫(人民党)J 
とされ、 f中央委員会委員45名;朝鮮共産党20名、人民党8名、南朝鮮新民党7名、社会団体10名J、さら

















































































































した。 11.憲(新民党)、 2.キト憲永(共産党)、 3.李球錫(人民党)、 4.具在i朱(新民党)、 5.金龍岩



































































(後略)oJ 1631金歪植は f臨時政府j の部主席た、った人物で、ある。
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